





　ドクター・サミュエル・ジョンソン Dr Samuel Johnson は 1774 年、友人
のスレイル夫妻 Mr and Mrs rale とその娘のクウィニー Queeny ととも
に、ウェールズ北部へ旅に出る。7 月 5 日から 9 月 30 日までの 3 カ月弱
に及ぶ旅であった。この旅の目的は、スレイル夫人が同地のバハグライグ
Bachygraig にある土地を相続することとなり、その手続きのためであっ









  私は北ウェールズ 6 州のうちの 5 州へ行き、セント・アサフ St Asaph
とバンゴール Bangor の二つの主教座地を見物し、ペンマインマウル









いる」（Life, ii, p. 285）と述べたことを伝記に記している。







ものがないということがわかりましたので。（Letters, II, p. 151）





か。（Letters, III, p. 66）
　このような手紙から、例えば、古くはジョゼフ・ウッド・クルーチ

















われる節も見られる。その根拠としてデマリア・ジュニア DeMaria Jr. は、
ジョンソンのウェールズの日記には『スコットランド西方諸島の旅』（A 




















　8 月 2 日に訪れたマットン・デイヴィス Mutton Davies の屋敷を見て、
「樫の木があるが、おろかにも今風のやり方に追従して切り倒されている。
数本はまだ立っている。（中略）道は心地よい小道で、そこから樹木や草
地で美しく変化に富んだ地域が見渡せた」（Works, I, pp. 183-84）と述べ、8
月 19 日のアングルシーの大地主のバルクリー卿 Lord Bulkley 宅について
は、「バルクリー卿の家はとても貧相だが、庭は広くて、大木と小木が散
在して、木陰がある」（Works, I, p. 202）と述べる。
　8 月 22 日の記録では、カナーヴォン Caernarfon 州の州長官であった



























者にして旅行家のトマス・ペナント omas Pennant は 1773 年と 1776 年
に北ウェールズ地方を旅し、それを基に二巻本の大作である『ウェールズ
旅行記』（A Tour in Wales）を 1778 年と 1781 年に刊行した 10。ウェールズ
人画家のリチャード・ウィルソン Richard Wilson をはじめ、トマス・ガー
ティン omas Girtin やウィリアム・ターナー William Turner といった画









































であろう」（Works, I, p. 181）と述べて、その遺構の大きさに驚いたようで
ある 11。







測ることができるだろう」（Works, I, p. 187）と述べている。さらには円筒
形の塔が 6 本配置されていること、それぞれの高さが 18 フィートほどあ
ること、煙突のある塔は 1 本だけであること、したがって、生活をするに
はあまり便利ではないことが述べられている。









（Works, I, p. 203）と述べ、「ここにはボーマリス城で見たもののすべてがな
お一層大きな規模で存在している」（Works, I, p. 203）と述べる。ジョンソ
ンは廃墟となったこの城の大小の部屋をのぞき、169 の石段のあるイーグ
ルタワーにも登った。そして、最後に「このような建造物があったとは考
えなかった。想像を絶するものだった」（Works, I, p. 204）と述べる。
　8 月 29 日にはコンウィ Conwy 城も短時間ながら見学したが、「新たな
ものは何もなかった。ボーマリス城よりは大きいが、カナーヴォン城ほど












































　ウェールズ入りして最初の日曜日である 7 月 31 日はセント・アサフの
教会を訪ねる。この教会は「大きくはないが、どこか威厳と壮麗さがあ
る」（Works, I, p. 180）と感じた。しかし、教会の主教公邸を訪問して、「貧
相（mean）」(Works, I, p. 180) と思った。
　翌日はスレイル夫人の本家であるソールズベリー家のジョンによって寄
進され、すでに廃墟となってしまった教会をはじめ、教区教会などを見学
した。教区教会の礼拝では祈りの言葉が 3 回読まれ、2 回がウェールズ語
で英語は 1 回のみであるとジョンソンは記している。
　8 月 2 日にはトレマイルヒオン Tremeirchion の教会に行く。この教区教




　その後、8 月 7 日と 14 日にはボドファリ Bodfari の教会、21 日にはカ
ナーヴォンの教会に出かけた。どちらの教会においても、礼拝の内容と礼
拝に用いられる言語にジョンソンは関心を示している。
















































設立されたカムロドリオン協会 e Society of Cymmrodorin は 1771 年にグ
ウィネディデギオン協会 e Society of the Gwyneddidigion となり、ウェー
ルズ文学を促進する働きを担った。1789 年には詩人のトマス・ジョーン
ズ omas Jones がウェールズの文化祭典であるマイステッズヴォッドの
復活に尽力した 15。エヴァン・エヴァンズ Evan Evans の『古代ウェール




月 5 日のグワイニノッグ Gwaynynog のミドルトン氏 Mr Middleton の屋敷
で食事をした際に、ウェールズ語の保存やウェールズ文学について話し合












































































































































































　ジョンソンは旅の途中の 8 月 16 日にロバート・レベットに宛てた手紙
で、「ウェールズはこれまで見てきた限りでは、非常に美しく、豊かな地
域で、すべてのところは囲い込まれて耕されています。デンビーは決して
貧相な町ではありません。」（Letters, ii, p. 149）と述べている。実際、8 月 4














（Lord Lieutenant）であったグリンリフォン Glynllifon のトマス・ウィン卿
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